
豊川リレーマラソンの中止判断 

 

１．大会要項抜粋 

「悪天候などで中止の場合、午前６時１５分までに決定し、大会ホームページにてお知らせ

します。地震・風水害・降雪・事件・事故・疫病等による開催縮小・中止や競技内容の変

更がある場合でも、参加料・手数料および大会の参加のために要した諸経費の返金は一切

行いません。」 

 

２．開催可否の判断体系 

 開催可否に関しては、教育部（部長、次長、スポーツ課長）及び実行委員長で協議し、大会長

に協議内容を報告する。大会長は、報告内容をもとに開催可否の最終決定を行う。 

 また、協議にあたっては、警察・消防・市民病院等の関係機関からも適宜、情報収集する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３-１．大会前日までに中止を判断する場合 

・基準 

（ａ）暴風警報 

   大会開催中に発令の可能性が高い、または発令の継続が見込まれた場合は、中止する。 

大会前日までに暴風警報が発令され解除された場合は、災害対策本部の設置や市職員の

非常配備の状況、被害状況等を勘案し、協議の上、判断する。 

（ｂ）大雨警報 

   大会開催中に発令の可能性が高い、または発令の継続が見込まれた場合は、中止する。 

大会前日までに大雨警報が発令され解除された場合は、災害対策本部の設置や市職員の

非常配備の状況、被害状況等を勘案し、協議の上、判断する。 

（ｃ）その他 
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大会の前日に、豊川市で震度５弱以上の地震、または国内で消防職員等の応援が生じる大

きな地震が発生し、運営が困難な場合は、中止する。大会の２日前までに該当の地震が発

生した場合は、災害対策本部の設置や市職員の非常配備の状況、被害状況や消防職員等の

応援要請の有無などを勘案し、協議の上、判断する。 

・判断時期 

①大会２日前       午後５時 

②大会１日前（大会前日） 午後５時 

 

３-２．大会当日の朝６時に中止を判断する場合 

・基準 

（ａ）暴風警報 

   大会開催中に発令の可能性が高い、発令の継続が見込まれた場合は、中止する。 

（ｂ）大雨警報 

   大会開催中に発令の可能性が高い、発令の継続が見込まれた場合は、中止する。 

（ｃ）雷雲の接近 

   大会開催中に雷雲の通過の可能性が高いと予想された場合は、中止する。 

（ｄ）地震 

   豊川市で震度５弱以上の地震が発生した場合は、中止する。 

   豊川市で震度４の地震が発生した場合、または国内で消防職員等の応援が生じる大きな

地震が発生した場合は、災害対策本部の設置や市職員の非常配備の状況、被害状況や消

防職員等の応援要請の有無などを勘案し、協議の上、判断する。    

（ｅ）その他 

濃霧等が発生した場合は、協議の上、判断する。 

雷検知器が「危険」と示した場合は、協議の上、判断する。 

 

３-３．中止決定後の対応 

  ・ＨＰに掲載、ＳＮＳ等で発信 

  ・記者発表投げ込み 

 

４-１．大会開催中に中止を判断する場合 

・基準 

（ａ）暴風警報 

   警報が発令された場合は、直ちに中止する。 

（ｂ）大雨警報 

   警報が発令された場合は、直ちに中止する。 

（ｃ）雷雲の接近 

   大会開催中、豊川市上空で雷雲の通過が予想された場合は、直ちに中止する。 

   （※一時避難先は下記のとおり） 



（ｄ）地震 

   豊川市で震度４以上の地震が発生した場合は、直ちに中止する。 

   国内で消防職員等の応援が生じる大きな地震が発生した場合は、被害状況や消防職員等

の応援要請の有無などを勘案し、協議の上、判断する。 

（ｅ）その他 

濃霧等で運営が困難な場合は、直ちに中止する。 

雷検知器が「危険」と示した場合は、直ちに中止する。 

・急な雷雨などによる一時避難先 

  ・豊川市役所本庁舎１階ロビー 

  ・豊川市総合体育館 

 

４-２．中止決定後の対応 

  ・競技場放送を用いて、陸上競技場周辺の参加者へ安全確保の呼びかけを行う。 

  ・大会本部から無線を流し、各ポイントにて従事しているスタッフから走っているランナ

ーへ避難の呼びかけ及び避難所等への誘導を行う 

  ・大会結果については、中止判断された時点での順位を最終順位とする。 

 

５．判断に用いる情報源 

  ・気象庁ＨＰ（早期注意情報、警報・注意報、雨雲レーダー、今後の雨 等） 

  ・豊川市消防本部（気象データ） 

  ・降水ナウキャスト、雷ナウキャスト、竜巻発生確度ナウキャスト 

  ・雷検知器 

 

６．参考 

  ・豊川市災害対策本部 

   教育長は、災害対策本部付 

   各警報が１つ以上の発令で本部が設置される 

   小規模災害の発生や震度４の地震発生時は、第１非常配備 

   相当な被害が予想される場合や震度５弱の地震発生時は、第２非常配備 

  ・公益財団法人日本陸上競技連盟 陸上競技安全対策ガイドブック 

   https://www.jaaf.or.jp/files/upload/202012/23_175418.pdf 

落雷の音が聞こえたり、予兆があった場合には直ちに屋内に退避するよう対策を講じる

必要がある旨が記載されている。 

  ・ラップシステム（シティマラソン計測委託業者） 

   他大会の事例では、「大会当日に大雨と雷」「台風の進路予想にかかっていたため」「積雪

のため」中止とした事例がある 

  ・豊橋みなとシティマラソン（災害時の対応について） 

https://toyohashi-minatocity-marathon.jp/outlineentry/#disaster 



  ・気象庁ＨＰ「雷から身を守るには」 

   https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/toppuu/thunder4-3.html 

 

７．その他 

  ・豊川市ＨＰ「豊川リレーマラソン」に避難先を事前掲載 

  ・スタッフ配布資料に内容掲載 

  ・大会前にチーム代表者へ送る最終案内にて情報提供する 

 

 

 


